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ITの普及がもたらした
コミュニケーションの多様化



デバイスを使⽤した⽇本語学習教材

•1980年代のCALL教材の開発
•⽇本語学習⽤のソフトウェアの開発
•インターネットの情報をリソースとした学習
•SNS機能、アプリを利⽤した学習

⽇本語学習の可能性の⾶躍的な拡⼤

教材

学習の実態



教材開発にあたって

「状況」という内容だけでいいのか？
ウェブ、⾃習型という教材としての側⾯は？



研究の背景

研究協⼒者（Ａさん）
•⾹港の⽇本語学習者
•台湾の⼤学に留学（当時３年⽣）

→交換留学⽣として来⽇
•趣味と学習経験についてのスピーチ



研究⽅法

⾔語学習ヒストリー(Murphey et al., 2004)
（LLH：Language Learning History）
•⾔語学習を開始してから現在に⾄るまでの
学習過程における経験や意識、考え⽅の
変容を調査



調査・分析

半構造化インタビュー
•１回⽬ 2016年7⽉8⽇（65分）
•２回⽬ 2016年7⽉22⽇（48分）

＊質問：学習経験について



LLHの分析にあたって

学習者オートノミー
「⾃分で⾃分の学習の理由あるいは⽬的と

内容、⽅法に関して選択を⾏い、
その選択に基づいた計画を実⾏し、
結果を評価できる能⼒」

(⻘⽊, 2005: 773-774)



LLHの分析にあたって

•新しい⾔語の習得
＝新しいアイデンティティの獲得

(Norton, 2000; Pavlenko and Lantolf, 2000）
•学習者オートノミーは

ことばのジャンル（Bakhtin, 1986)と
社会的アイデンティティ（Riley, 2007）
獲得を促進する（中井，2018)



LLHの分析にあたって

•SNSは時間と場所を超え、⽣活世界と学習の場を
つなぐ（Nakai, 2016）

→過去の経験や将来像を⾒据えた学習活動
→L2 motivational self system（Dörnyei, 2009)

＊理想L2⾃⼰／ 義務⾃⼰



ニコニコ動画とは…
動画配信サービス

•⾳楽・アニメ・ゲーム実況・
VOCALOID・歌ってみた・
踊ってみたなど

•動画や⽣放送にリアルタイムで
コメントがつけられる機能









https://www.nicovideo.jp/watch/sm5157574

https://www.nicovideo.jp/watch/sm5157574


https://www.nicovideo.jp/watch/so25788310

https://www.nicovideo.jp/watch/so25788310


• 親友が⽇本語の塾に通いだした。
• 塾に通う経済的な余裕がなかった。
• ニコニコ動画を⾒ていた。

①ニコ動で学習開始

• ニコ動のまとめを台湾⼈がやっていた。
• ⽇本語の授業を受けていた。
• ⽇本⼈留学⽣と⼀度だけ交流した。リアル。

②台湾の⼤学の

⽇本語学科へ留学

• ⽇本語の授業を受けている。
• ＣＧのサークルでイラストレーターとして活躍。
• ニコ動のアイドルに会いに⾏った。

③⽇本の⼤学に留学

Ａさんの⾔語学習史



①ニコ動での⽇本語学習：学習構成要素

コンテンツ

リスナー

ツール



①コンテンツ：教材（学ぶ）

初級
⾔葉が短い

動詞やオノマトペ

ストーリーの説明なし

中級
叫び声が多い

アイテムの説明

テンポがゆっくり

上級
ストーリーが難しい

説明が⻑い

テンポが速い
https://www.nicovideo.jp/watch/so25788310

https://www.nicovideo.jp/watch/so25788310


①ツール
コメント

字幕
+

Google翻訳



①リスナー：⽣放送（実践の場）

ゲームの実況を⾏い、
⽇本語で発信する。



理想L２⾃⼰・義務⾃⼰の変容

⾹港
台湾

⽇本

理想L２⾃⼰
ニコニコ動画のまとめサイトを運営する台湾のユーザー
→⽇本語と中国語を⽤いるイラストレーター

リスナーに通じる発⾳やイントネーションで話すべき

義務⾃⼰
リスナーに通じる発⾳やイントネーションで話すべき
→テキストの⽂法や語彙が正しく使えるべき



⾹港

台湾
⽇本

サークルのイラスト班での役割

現実世界
（⽇本語）

現実世界
（中国語）

経済的理由

⽇本語レベル

ニコ動との出会い

台湾のまとめサイト作成者

⽇本⼈ボランティアとの出会い

インターネット
での世界



考察〜ニコ動を⽤いた⽇本語学習〜
�理想L2⾃⼰を実現することで⽣まれる学習動機

⇒ことばのジャンル（Bakhtin, 1986)の獲得
⇒社会的アイデンティティ（Riley, 2007）の獲得
⇒ニコ動・サークルという社会への参加

＊理想L2⾃⼰
持つ、鮮明にする、実現する（Dörnyei, 2009)



考察〜ニコ動を⽤いた⽇本語学習〜
�学習者オートノミーによる⾃⼰主導型学習
「⾃分で⾃分の学習の理由あるいは⽬的と内容、

⽅法に関して選択を⾏い、その選択に基づいた
計画を実⾏し、結果を評価できる能⼒」

(⻘⽊, 2005: 773-774)
↑コンテンツ、リスナー、ツール



考察〜ニコ動を⽤いた⽇本語学習〜

�ヴァーチャルなセルフアクセスラーニング
スペースとしてのニコ動（中井, 2018 )
⇒多様なコンテンツ、モデル、受容と産出の場、

フィードバック、社会参加（現実世界でも）



考察〜ニコ動を⽤いた⽇本語学習〜

�学習者（Complex adaptive system ; Sade, 2014)…
様々な促進、抑制する要因が潜む社会的
⽂脈の中で、交渉と調整を通じて⽬標となる
⾃⼰を描き、それを実現すべくジャンルを
獲得しながら第⼆⾔語アイデンティティの
パッチワークを増やしてく（中井，2018）。



考察〜ニコ動を⽤いた⽇本語学習〜

�学習者オートノミー…
様々な要因が複雑に影響し合う社会的⽂脈の
中で、要因が持つ助勢や抑制から受ける影響を、
プラスのものに変えようとする主体性で、
社会的相互作⽤の中で構築され発揮される

（中井，2018）。



考察〜教材開発にあたって〜

�「状況」だけでいいのか？
⇒状況からレベル、⽂法も洗い出すことも重要だが

＋学習者が置かれている状況
（Person-in-context approach: Ushioda, 2009)

＋ウェブ上の学習スペースとしての機能
★学習者⇔教材



考察〜教材開発にあたって〜
★学習者という構造体を発展させる（Crick, 2014)
⇒学習の意味と⽬的を形作っていく。

（Identity, community, meaning, practice）
①ʻhaving authorship of oneʼs actionsʼ and having  the voice    

that speaks oneʼs wordsʻ (van Lier, 2004: 8)
ʻcapacity for intentional use in context of a range of

interacting resources toward learning goalsʼ
(Palfreyman, 2014: 183)



考察〜教材開発にあたって〜
★学習者という構造体を発展させる（Crick, 2014)
⇒学習の意味と⽬的を形作っていく。

（Identity, community, meaning, practice）
②⾔語知識（宣⾔的知識）の伝達ではなく、

社会的アイデンティティの構築（社会関係
の構築、⼿続き的知識）の練習の場



考察〜教材開発にあたって〜
�教材におけるソーシャル・ターン（Block, 2007)
＊学習者は社会関係の総体（Stetsenko, 2013 ）
＊社会関係の構築を⽀援する重要性
�教材におけるナラティヴ・ターン

（アンダーソン・グーリシャン, 2016)
＊社会制度は社会的役割ではなく⾔語⾏為に

よって構成される。



参考⽂献
1. ⻘⽊直⼦（2005）.「⾃律学習（autonomous learning）」『新版⽇本語教育辞典』⼤修館書店, pp. 773-774.
2. 中井好男（2018) .「社会的⽂脈から⽇本語学習と学習者オートノミーを捉える試み : ⽇本で働く中国出⾝者の学習経験について

のライフストーリーをもとに」『阪⼤⽇本語研究』30, pp.93-110.
3. ハーレーン・アンダーソン、ハロルド・グーリシャン（著）（2016）『協働するナラティヴ』野村直樹（訳）,遠⾒書房。
4. Bakhtin, M. M. (1986). Speech Genres and Other Late Essays. Translated by Vern W. McGee. Austin, Tx: University of Texas 

Press.
5. Block. D. (2003). The social Turn in Second Language Acquisition . Georgetown University Press.
6. Crick, Ruth., Stringher, C., & Ren, K. (Eds.) (2014). Learning to learn : international perspectives from theory and practice. 

Routledge.
7. Dörnyei, Z.（2009）. The L2 motivational self system. In Z. Dörnyei & E. Ushioda （Eds.）, Motivation, language identity and 

the L2 self（pp. 9-42）. Bristol, UK: Multilingual Matters. 
8. Murphey, T., Chen, J., & Chen, L. C. (2004). Learnersʼ constructions of identities and imagined communities. Learnerʼs stories: 

Difference and diversity in language learning (pp. 83-100). Cambridge, UK: Cambridge University Press.
9. Nakai, Y. (2016). How do learners make use of a space for self-directed learning? Translating the past, understanding the 

present, and strategizing for the future. Studies in Self-Access Learning Journal, 7(2), 168-181.
10. Norton, B. (2000). Identity and language learning: Gender, ethnicity and educational change. Harlow: Pearson.



参考⽂献
11. Palfreyman, D. (2014). The ecology of learner autonomy. In G. Murray (Ed), Social dimensions of autonomy 

in language learning (pp. 175- 191). New York, NY: Palgrave Macmilan.
12. Pavlenko, A and Lantolf, JP (2000) Second language learning as participation and the (re)construction of 

selves. In Lantolf, JP (ed), Sociocultural theory and second language learning (pp. 155‒177). Oxford: 
Oxford University Press.

13. Riley, P. (2007). Language, Culture and Identity: An Ethnolinguistic Perspective. London: Continuum. 
14. Sade, L. (2014). Autonomy, complexity, and networks of learning. In G. Murray (Ed), Social dimensions of 

autonomy in language learning (pp. 155- 175). New York, NY: Palgrave Macmillan.
15. Stetsenko, A. (2013). The Challenge of Individuality in Cultural Historical Activity Theory: “Collectividual” 

Dialectics from a Transformative Activist Stance. Outlines. Critical Practice Studies,  14(2), 7-28.
16. Ushioda, E. (2009) A Person-in-Context Relational View of Emergent Motivation, Self and Identity, in Z. 

Dörnyei & E. Ushioda (eds.). Motivation, Language Identity and the L2 Self  (pp. 215-228), Bristol: 
Multilingual Matters. 

17. van Lier, L. (2004). The ecology and semiotics of language learning: A sociocultural perspective. Boston: 
Springer.

付記：本研究の⼀部は、JSPS科研費17K02874の助成を受けたものです。


